
 

  ▼研究会誌『 女性労働研究』▼ 
 

 『女性労働研究』は会が発行する研究会誌です。 編集委
員会が企画・編集し、すいれん舎を通して発行しています。 
 これまで女性労働をめぐる さまざまな問題についての
論文、職場からのレポートなど、時代を切り開く役割を果た
してきたと自負しています。 
 年 1 回発行しています。 

 

 ← 第６６号（2022年3月30日発行） 

 コロナ禍と日韓女性労働者 
女性労働運動のニューウエーブ 

（巻頭）ジェンダーの視点からみた 

  韓国における非正規雇用構造の変化 

（特集１）コロナ禍で顕在化した女性労働 

  日韓の現状と分析 

    (特集2)「フェミに生きる」が働き方を変える 

▶バックナンバーもあります。 

・第65号 コロナ禍のフリーランス 

〈雇われない働き方〉の保障を求める 

・第64号 「働き方改革」を超える 

      ージェンダー平等に指針を定めてー 

・第63号 ＃Me Tooの先へ 

       ―ジェンダー権力に亀裂を入れるー 

・第62号「職業としての介護」を問う グローバル化の陥穽  

・第61号 働く場のリアル 「女性活躍」と言わせない 

＊書店でも販売しています。  

＊当会へ直接お申し込みの方は、次へご連絡ください。 

 

  

   （写真 2019年９月女性労働セミナーの様子） 

女性労働問題研究会のイベントに参加してみませんか！ 

最新の情報は次のサイトをご覧ください。 

http://ssww.jp/ 

ジェンダー平等と均等待遇の実現、女性の解放をめざして労働と生活にかかわる問題をジェンダーの

視点から研究し、その成果を実践に活かすことを目的としています。 

活動に興味のある方のご参加を歓迎し、お待ちしています。 

▼女性労働問題研究会の活動▼ 
 

 会員は研究者だけでなく正規・非正規を問わず企業や公務の場

で働く女性労働者、弁護士、ジャーナリスト、関連する各種ライター

などからなり、職場の実情や働く女性が直面している問題に共同

して取り組んでいます。 

 いま、パートと正規の賃金・労働条件の均等待遇や、女性と男性

の仕事と家庭の“両立支援”、職場で多発するパワー・ハラスメント

やセクシュアル・ハラスメントは、働く女性と研究者との共通の

テーマです。 

〇研究会誌『女性労働研究』を発行しています（年１回）。 

 特集テーマを設定し、研究活動を反映した誌面づくりをモットー

としています。 
 

〇毎年、恒例の女性労働セミナーを開催します。会員外の方の参

加も大歓迎です。 

〇個別のテーマで、関心をもつ会員有志が集って複数のサブ研

究会が開かれています。 

〇『女性労働研究』の読者会や研究例会を開きます。 

〇研究会の活動は、ニューズレター「女性労働通信」（年４回発行） 
やホームページ、メーリングリストによって発信しています。  

【申込先】 女性労働問題研究会    

   (事務局） 株式会社 毎日学術フォーラム 

   Tel 03-6267-4550  Fax 03-6267-4555 

   E-mail maf-ssww@mynavi.jp 
▼サブ研究会や地区活動▼ 

少人数で継続的に活動しています。会員なら 

誰でもが企画し、呼びかけ、自由に参加できます。 

・女性労働年表研究会 
 『女性労働研究』に毎号「女性労働この一年」を

掲載し、記録として残すことを実施しています。 

 また、年表作成上で特に関心のあるテーマは別途

取材などを行い、まとめ作業を実施しています。 

・札幌女性労働問題研究会（北海道地区活動） 

「働く女性の参加による働く女性のための 
女性労働情報研究機能」を視野に 
 貧困化、生産年齢人口の減少、男女の対等な経済権を求める

志向の高まりなどから2018年の女性の就業率が50年ぶりに5

割を超え、働く女性を支える情報提供へのニーズは一段と高

まっています。そんな中、働く女性と専門家・研究者が、対等

の関係で問題を究明し、解決の方策を追求する当会の伝統と独

自性を生かしつつ、「働く女性の参加による働く女性のための

女性労働情報研究機能」を視野に入れて、雇用の場における

ジェンダー平等と均等待遇の実現に向けて前進していきます。 

▼女性労働問題研究会のあゆみ▼ 
 

 女性労働問題研究会は1950年代の終わり頃に10名ほ

どのメンバーで発足しました。 

 1980年から研究会誌『婦人労働問題研究』を発行し、

1991年にはその名称を『女性労働問題研究』に変更しま

した。さらにまた1996年に再び研究会誌名を『女性労働

研究』と改めて、研究会独自の発行としました。 

  研究会は、いつの時代もその時々の女性労働問題に

根ざした研究を展開し、理論と実践の両面でその解決に

貢献してきました。 



 

女性労働問題研究会    

〒100－0003  

東京都千代田区一ツ橋1－1－1 

パレスサイドビル７F 

  (事務局） 株式会社 毎日学術フォーラム 

Tel 03-6267-4550   

Fax 03-6267-4555 

 E-mail maf-ssww@mynavi.jp 

            HP: http://ssww.jp/ 

・会費 8000 円/年、非正規会員・学生 5000 円/ 年。イヴェントの際には別途資料代

等をい 
【 
 入会や活動に興味をお持ちになった方、 

お気軽に当会の事務局へご連絡ください。 

 

 ★会費は、年間8,000円です。 

  非正規雇用者・学生は,5000円です。 

 ★会員には、会誌『女性労働研究』1冊、  

ニュースレター「女性労働通信」が届きま

す。 

 ★イベントやサブ研に参加できます。 

  ・イベントの場合は、別途資料代をいただくこと

があります。 


